
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条例の前文
ぜ ん ぶ ん

をつく り ま し た！ 

8 月 3 日土曜の午後、健康文化センター4 階ほほえみホールで、
「あなたがつくる!こども条例 未来に残そう。君の声～こども条例の
前文をつくろう!」を開催

さ い

し、19 人のこどもの参加がありました。 
まず条例の前文について説明を聞いたあと、班ごとに大口町のいい

ところ、こどもたちが幸せに生きるために大切にしたいこと、望む未来に
ついて、アイデア（前文の素材）を出し合いました。次に、意見交換

か ん

しながら、出されたアイデアの中から大事なものを選び出し、グループ
で１つの前文（案）をつくって朗読発表しました! 

今、 大口町では「 こ ど も 条例」 を つく っ ていま す。 こ れま で、 アンケート を

し たり 、 ワ ーク ショ ッ プを開いたり し てき ま し た。 条例と いう も のは、 住民の

権利
け ん り

や約束ごと を文章にする も のです。 こ の条例は、 議会の議決を 経
へ

てつく る

と ても 重要なも のです。  

今回みなさ んに考えても ら う 「 前文」 は、 条例をど んな目的でつく っ たか、

ど んな思いが込めら れている かを条例の一番はじ めの部分で示すも のです。  

条例は一度つく る と こ の先ずっ と 残っ ていく も の。 き っと 1 0 0 年先も こ の

ま ま 残っている んじ ゃないかなと 思っていま す。 1 0 0 年先に残る も のをつく る

と いう 、 と ても 貴
き

重な機会。 こ ど も の意見を 反映
え い

し ながら いっし ょ につく れる

こ と を、 私たちも 楽し みにし ていま す。 今のみなさ んの気持ちを 素直に表し て

いただいて、 ワ ク ワ ク 楽し い時間を過ごし ていただけたら と 思いま す！ 

２

1  はじ めに 

こ ど も 条例の前文について 

大口町こ ど も 条例って？なんでつく る の？ 
●条例は、 大口町がつく る 法律

り つ

にあたる 約束ごと ・ き ま り です。 今回のこ ど も 条例は、 こ ど も たちが幸せ

に暮
く

ら せる よ う にする ための約束ご と 。 だから 条例には、 大切なこ ど も の権
けん

利に加え、 町役場や大人の

責任・ 役割
わり

など 、 こ ど も たちが幸せに暮
く

ら せる よ う にする ために必要なこ と を 書き ま す。  

●こ ど も の権利が尊
そ ん

重さ れ、 こ ど も が安心し てすこ やかに学び、

育つこ と ができ る こ と 、 こ ど も が思いや願いを 口にする こ と が

でき 、 社会への積極的な 参加ができ る よ う 、 こ ど も に関する  

すべての関係者が連携
け い

し 、 協力する ために条例を つく り ま す。

条例を つく る こ と でそれが指針
し ん

にな り 、 みんな が同じ 考え を  

共有し て同じ 目的に向かっ て進むこ と ができ ま す。  

なんで前文？ 
●条例のはじ めにある 前文は、 条例をど んな考えや思いでつく っ

たかや目的など 、「 条例の一番大切なこ と 」 が書かれま す。  

●最も 「 大口町ら し さ 」 を 出すこ と ができ る のも 前文。 こ ど も 条例の大切な前文だから こ そ「 みなさ んと

いっ し ょ に考え、 みなさ んの言葉でつく り たい」 と 思っ ていま す！ 

あなたがつくる！

こ ど も 条例
じ ょ う れ い
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私達の町大口は自然豊か

で桜や田んぼ、五条川など

が見ら れる 町です。ま た、

公園や学校など の公共施設

も 充実し て い ま す。 さ ら

に、 地域住民も 優し く 笑顔

あふれる 町です。  

こ ども は自然豊かな町の施設を活かし 、 地域の方々と ふれあう こ

と で、 様々な将来の可能性を広げ豊かな心を育むこ と ができ ま す。

大人は人と の関わり や自然の大切さ を教える と 共にこ ども の意見を

尊重し 、 規則を守っていき ま す。  

私達子ど も は、 五条川の桜や田んぼなど の美し い自然を守り 、 た

く さ んの公園やき れいな学校を最大限活かし て行き ま す。 そし て、

全ての世代の人がつど い、 さ ら に活気あふれる 町にし ていき ま す。  

３  

お問合せ NPO 法人まちねっと大口  
TEL･FAX（０５８７）２２－６６４２ 

※月～土（祝日除く）９:00～17:00（12～13 時除く） 

✉ E-mail machinet@heart.ocn.ne.jp  

私た ち の 町

大口は、 さ く

ら が美し く 自

然豊かな 町で

す。 ま た、 人 

がやさ し く 、 あいさ つが飛び交う 町です。  

子ど も が笑顔になれる いこ いの場所がたく さ

んあり ま す。 子ど も は自分の意見を おも う ま ま

に大人に伝え、 やり たいと 思っ たこ と ができ ま

す。 そし て学ぶための場所が多く あり ま す。  

わたし たち子ども は、 いつも 笑顔でいる こ と

ができ ま す。 いこ いの場が多く あり 、 自然豊か

だから こ そ健康で遊び、 学ぶこ と ができ ま す。

こ れら のかんき ょ う を最大げんいかし 、 大人に

なっても 住み続けたいと 思える 大口町の未来を

めざし 、 こ こ に条例をさ だめま す。  

わた し た ちの町大口は、

桜がと ても き れいで緑ゆた

かで自然がた く さ んあ り ま

す。 ま た、 教育も 充実し て

いま す。 さ ら に行事が多く  

ボラ ンティ ア活動も さ かんで、 と ても 楽し く 、 すみやすい町

です。  

子ど も は、 幸せに生き る ために、 お祭り や公園など の息抜

き をし ながら 遊べる 場を必要と 考え、 大人の助けを求める こ

と ができ ま す。 ま た親に「 ほし い」 や「 いき たい」 など の気

持ちを言葉で表すこ と ができ ま す。 大人は子ども の意見を尊

重し ま す。地域は子ど も がすごし やすい環境を作り ま す。  

わたし たち大口町は、 あたたかな陽を浴びて育つ桜の木の

よ う に、 豊かな自然の中で、 おと なたちに見守ら れ、 わたし

たち自身でのびのびと 健やかに育つこ と ができ る 未来を 目指

し ま す。 ま た、 こ れま で大人たちが育んでき た文化を、 よ り

良い形で残し 、 次の世代のこ ど も たちにと っても 暮ら し やす

い大口町へと つないでいき ま す。  

私たちの町大口は、 桜がき れいでし ぜ

んや田畑、 やさ し い人が多く 、 いろいろ

なし せつがと と のっている 町です。  

こ ど も は、 自分の意思表示を はっ き り

伝える こ と ができ て、 おと なは挫折し た

人を助けて、 頑張っている 人を 応援し ま

す。  

私たち子ど も は、 田んぼや畑、 桜、 川

な ど の自然や優し い町民た ちを 守り つ

つ、 駅など の公共施設や商業施設をよ り

発展さ せていき 、 充実し て住みやすい町

を目指し 、 こ の条例を定めま す。  

 
 

グループワ ーク 「 素材集め～前文をつく ろう ！」  

グループごとに、①大口町のすきなとこと、いいと思うところ、②こどもたちが幸せに生きるために大切にしたいこと、③あな
たが未来に残したいもの、望む未来は?について、ふせんに書いてアイデアを出し合いました。そして意見を交換

かん

 しながら、
出されたアイデアの中から前文に入れたいものを選んで文章にし、グループで１つの前文（案）をつくって発表しました。 

A グループ B グループ 

C グループ 

D グループ 

 こどもたちの
作成した文章
を尊重し,ほぼ
原文のまま
掲載しました。 

、  
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